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Takeshi Hara
Considering from the historic viewpoint, in general the agro-environmental policies all over the
world have been formed mainly with the objective of reducing entropy levels associated with
agricultural productivity using modern agro-technologies.
However, the recent developments across the world calls for integrating the concept of sustain-
able communities in rural areas and that has drastically re-de負ned the perspective for framing of
agro-environmental policies. The objectives of the policies should no longer be a mere entropy
controlling measure, but should be enlarged as holistic and integrated rural community supporting
policies committed to the preservation of natural environment, human relationship and cultural
heritage in the rural areas.
The main focus of this thesis is to highlight the importance of the multiple externalities derived
from agricultural activities and the diverse natural resource base in the rural areas based on丘eld
studies at the Santome-Shinden, Bat terrain enjoying proximity to Tokyo.
The author lays particular emphasis on the harmonious integration of three facets of environ-
merits- natural, human and cultural- in order to sustain agriculture and related rural livelihood
supporting systems, the multiple functions of agriculture and associated livelihood securing activi-
ties should be categorized as Public Goods and Social Overhead Capital. Therefore, the costs involved



















































































































































女 盟 未回答 総計
324 124 l l 45 9 人
7 1 27 2 10 0%
2)年齢
1 0 代 20 代 3 0 代 40 代 50 代 6 0 代 70 代 8 0 代 未回答 総計
2 13 9 9 13 0 1 3 6 4 7 2 2 4 6 蝣15 9
0◆9 2 ■8 1 5 .6 2 S .1 2 9 .6 1 0 .2 蝣1.8 0 -9 0 .1 1 0 0 %
3)職業
会社 員 公務員 学 生
ノヾ ー 卜●
アルバイ ト
主婦 自営業 無職 その他 未回 答 総計
77 2 0 1 5 3 2 0 0 2 8 2 7 1 0 4 3 4 5 9 人





自然 環 境 区 画 整 備 地 元 交 通 の 便 一 戸 建 て 複 数 回 答 それ 以 外 未 回 答 総 計
1 18 6 0 2 8 5 0 3 3 4 4 4 5 8 1 蝣15 9 人







土 ぽ こ り ●
ダ イ オ キ シ ン
農 村 ● 田 舎
歴 史 と 土 ぽ こ り ●
佃 と ダ イ オ キ シ ン
複 数 回 答 未 回 答 総 計
1 1 5 1 4 7 2 8 2 6 9 2 0 1 1 3 4 5 9 人




｢知っていた｣ 56%, ｢知らなかった｣ 42%だった｡江戸時代伝来の循環型農業の現場,すなわち農業
環境への入居者の関心のあるなしは半々であった｡
知 って い た 知 らな か っ た 未 回 答 総 計
2 5 3 1 9 5 l l 4 5 9 人





雑木林 もある景観 畑だけの景観 未回答 総計
-ins 16 3 5 45 9 人







入 ってみ た くな い 入 って みた い 関心が ない 未 回答 総計
93 2 4 5 10 8 13 4 5 9 人





手伝 つて も良 い 手 伝 わない 未回 答 総計
24 5 16 4 5 0 4 5 9 人










賛成 しない 賛成 す る 分か らない 未 回答 総計
36 3 03 1 12 8 4 59 人
8 66 24.4 0●1 10 0%
⑧｢三富で作られた野菜(農産物)を,食卓にのせたことがあるか｣
あると回答した人は77%を占め,多くの人が何らかの形で三富野菜を購入している｡
な い あ る 未 回答 総計
90 35 5 14 45 9 人




鮮 度 友 人 や 祭 りか ら そ れ 以 外 (美 味 しい, 安 い他 ) 特 に な し 総 計
1 0 5 蝣2 7 9 6 1 4 1 3 6 9 人




貰 って み る 買 うつ も り は な い 未 回 答 総 計
3 7 0 6 3 2 6 4 5 9







生産者 がわか る 輸 入野菜 未回答 (両方含 む) 総計
3 13 9 0 5 6 4 5 9 人
68 .1 19 ◆6 1 2 .2 1 0 0 %
⑫｢三富での落ち葉掃き,サツマイモ掘り,市民農園,多福寺のお祭り,多聞寺の除夜の鐘っきなどに参
加したことがあるか｣
あ る ない 未回答 総計
94 36 3 o 4 59 人




落 ち 葉 掃 き
サ ツ マ イ モ
掘 り
市 民 農 園
多 福 等 の
お 祭 り
多 聞 寺 の
除 夜 の 鍾 つ き
複 数 回 答 未 回 答 総 計
5 17 3 2 2 1 6 2 8 6 9 7 人

































1●地 区 二■信 鞘 …
2 ◆相 続 財 産 面 積 (m 2) 評 価 額 (万 円 ) ※ l 評 価 額 / 一 反 (万 円)
宅 地 3 ,0 0 0 3 2 ,9 5 9 2 2 ◆7 1 0 ,8 8 7
農 地 2 7 ,0 0 0 5 5 ,7 7 5 3 8 .4 2 ,0 4 7
山林
合 計
1 5 ,0 0 0 5 6 ,6 2 6 3 9 .0 3 ,7 4 1
4 5 ,0 0 0 1 4 5 ,3 6 0 1 0 0 .0 3 ,2 0 1
＼ 7
4◆通常の相続税 (総額) 56,916 (万円) -
5●配偶者に税額軽減を適用した相続税額 28,458 100.0 {% ) ※2
6●農地を納税猶予した場合の相続税額
(猶予面積 27,000 m 2)
14,640 51.4 ※2
7◆山林が納税猶予された場合の相続税額
































































































































































































































































































































































































多様な役割 多面的機能 三富新田の循環農法により顕在化 された事例






土地空間保全 混住が進み, 産廃焼却工場の集中立地が進む東京近郊で, 江戸時代
以来の慣行農業形態により, 約 150 0 ha のまとまりのあ る農地 を
緑地空間として保全
雑木林 (ヤマ) を核にするビオ トープが連続, ホンドタヌキ, ノウ
サギ, オオタカ, アカゲラなどが生息, 里山の生態系が保 たれてい
る




体験落ち葉掃 きによる都市住民 と農民の交流学乳 相互理解◆





地力の劣 る関東 ローム層に, 山林の落ち葉をす きこみ, その雑木林
を防風林 と薪炭を自給する循環農業の原型を経絡 一帯は県選定の
｢埼玉ふるさと 10 0 選｣ と ｢埼玉県ふるさとの並木道｣ に選定され
ている● 開拓農民の菩提寺 ●多福寺 は儒教文治政治の経緯を銅鏡に
刻む (県指定文化財)
埼玉県 ｢縁の三富地域作 り懇話会｣ が地域振興策と して都市近郊の
里山つ くりへ
日本学術会議が作成した｢農業の多様な役割と多面的機能｣に示された評価フォ-マットの範囲で,三富新田
農業地域の循環農法により顕在化された事例をまとめた.　　　　　　　　　　　　　　(論者作成)
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｢農村地域が担う役割｣として｢伝統文化の保存の場｣が挙げられている｡15)
｢文化とは人間が自然に手を加えて形成してきた物心両面の成果である｡人間の精神的生活に関わる
ことやその民族に固有な,従って原生的なものに根ざしているだけではなく,歴史の展開｡生活の変化
にも関わらずなお残っているようなものが文化の名に最もふさわしいのである｡｣ (井上光貞, 1985年)
勝原文夫は,風景としての農村空間に｢国民的風景｣を見出している｡
｢文芸評論家の奥野健男は生まれ育った故郷の風景を中心として幼少時代,青春期の｢自己形成の空
間｣を原風景としてとらえている｡そして個人の原風景の中には国民的原風景とでも呼べるものが共存
している○国民的原風景が形づくられるには国民的な伝統も大きく影響する,日本人は農村の風景を直
接に"故郷"という形で"原風景"とするばかりでなく,農村に直接,故郷を持たないものも,弥生時
代から日本人が水稲農耕の民であった伝統を通し,農村の風景を原風景となしうる｡つまり,農村に
育った者にも,都会に育った者にも強い弱いのちがいこそあれ,水田の連なる農村の風景は,日本人に
とってまさに最も大切な原風景ではないか16)｡｣原風景は水田の景観にとどまるものではない｡
日本学術会議は農水大臣からの諮問｢地球環境･人間生活に関わる農業及び林業の多面的機能の評価
について｣に対し,以下のように答申している｡
｢豊山を背景とした｢日本的な原風景の保全｣は国民に歴史,文化の重みと誇りを喚起する意味でも重
要である｡それは(二次的な･新たな自然)景観形成機能とはまた異なった,日本の心,魂の保全とも
いえるものである｡棚田｡段段欄に刻まれた先祖の築いた歴史･文化は観るものに感動を与えずにはお
かないものである｡｣
｢新しい自然景観の形成｣は保全と同時に,新しい文化の創造という意味において,また重要な機能で
ある17)｡｣
三富新田での景観意識調査は都市近郊農業,農村地域の景観･風景が,都市住民と農民の双方にとり
｢安心感｣や｢心の落ち着き｣をもたらし, ｢人との繋がり｣ ｢ゆったりとした時間｣｢生きている実感｣を
培む関係価値を生んでいることを示している｡
農産物の供給,生活就業の場の提供,国土の保全,水資源の藤養,自然環境の保全,形成とならんで,
｢自然,文化資源｣を提供している農業,農業地域の多面的な機能が,計量することは不可能であるが,
｢かけがえのない｣関係価値として,農業環境政策の基本に据えられなくてはならない｡
第9項　三富新田調査結果の総合分析
1)農村地域と都市部の交流を通して｢共生コミュニティー｣成立の可能性
若手農業後継者グループが都市住民を受け入れ, ｢落ち葉掃き｣を思い立った動機と,参加した都市住
民の援農意識を分析した｡ ｢キーパーソン｣によって参加者が共感を高め合い,行動のエネルギーとして
いることを事例調査により例証した｡
2)持続可能な地域社会の観点から地域の景観分析
その特色,魅九都市･農村住民の景観への認識の相違と共通点とを,認知心理学を応用したレパー
ト一･グリッド発展手法を用いた調査により検証した｡ 375問(67,5m)×40問(72m)の地割りに屋敷
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農業環境政策の形成と展開に関する研究(2)
柿,畑作耕地,雑木林(ヤマ,乎地林)が整然と連なる自活型の農業生産,農業景観を継承することの
誇り,都市住民が抱く,景観と農業文化の魅力の維持への願いを明らかにした｡
3)循環型有機農業の多面的な評価の顕在化
雑木林の落ち葉鋤きこみによって,畑作の地力を保持する循環型農業に安全で安心､な農産物作り｡そ
して水,土,緑を身近にひきつけ,生産と消費活動を循環させて維持していこうとする身土不二,地産
地消の概念｡そのいずれもが都市部住民と農民に共有されていることが証明された｡
学術会議が示した農業の多面的機能の(1)二次的(人工の)自然の形成維持による土地空間の保全,
具体的には優良農地の動態保全,みどり空間の提供,日本の原風景の保全,人工的自然景観の形成,さ
らに(2)生産･生活空間の一体性と地域社会の形成｡維持による,地域社会文化の形成･維持,具体的
には地域社会の発展と伝統文化の保存,さらには都市的緊張の緩和,具体的には人間性の回復と体験学
習,教育の機能を有することを三富新田の調査から実証した｡
一連の調査,分析から都市近郊農業の持っ多面的機能が明らかにされた｡その範囲は車山間地農業地
域の農業が有する多面的機能と同様に,日本学術会議が作成した評価フォーマットが示す5つの次元に
及ぶ｡環境省自然保護局は産業廃棄物焼却炉が集中し,ダイオキシン汚染問題が起きた三富新田北部の
クヌギ山一帯を,小泉純一郎前首相が重点施策として位置づけた自然再生公共事業のモデル地区に指定
し,里山再生事業に着手した｡自然保護団体も企画･運営に参加し,放置されている産廃焼却炉施設を
撤去し,炭焼きや,しいたけ栽培を試みる｡ 2001年6月森林法が成立し, 1964年の木材輸入自由化以
来37年ぶりに旧基本法が改正され,林業の多面的機能の評価がなされた｡しかし,施策の対象は山間地
林業に置かれ,平地林はこのような動きに連動して,今後の検討課題に回された｡三富新田の｢ヤマ｣
の再生はその最初の施行例である｡
(この調査は本論文の課題である農業環境政策が対象とすべき事柄を,都市近郊農業,農業地域での農
民と都市住民の交流から顕在化させる目的で行った｡調査･分析作業には早稲田大学アジア太平洋研究
科で論者が主宰するプロジェクト研究『環境と持続可能な発展』に加わった原俊次,薬袋貴久,平山修
一,風間桃子,東海林珠代,山本絢子が論者の指導の下に参加した｡)
注
1)例えば東京都環境基本計画(2002年)紘,第3章｢自然環境の保全と再生｣第2項｢市街地における緑の回
復と農地の保全｣で, ｢農地は,雨水の浸透など,都市の環境保全にも寄与し,また,身近にふれあうことので
きる緑地を提供するなど多面的な機能を有している｡これらの機能は活発な生産活動が行われていなければ十
分に発揮されないため,活力ある農業を振興し,担い手を確保していく｡また,農業と調和した縁豊かな街づ
くりを進める観点から,各区市と連携して生産緑地制度などを活用し,農地の保全を図っていく｣と指摘して
いる｡
2) ｢消滅の危機にある田園景観｣のレッドリストの1つとして,三富新田の情事銅ミ共立女子短期大学の山森芳郎
教授によって世界自然保護連合(IUCN)の景観保全作業グループに1977年に報告された｡三富新田の価値に
っいて山森教授は, ①火山灰土で土地がやせ,乾嵐　季節風が強いという過酷な自然条件の下での農業開発の
重要なノウ-ウを持っ世界的なモデルO自給自足,生産性の高い農業を実現,快適な居住環境,美しい集落景
観を作った②短冊状のほ場区画,列状の集落形態が社会経済的な理想像を具現｡入植した1戸1戸の農家は平
等に土地,家を所有し,経済的に自立,程よい近隣関係を維持した③ヨーロッパ諸国はEg民の支持の下に積檀
的に田園景観を保全,その維持のために経済的に農家を支援している｡三富新田は文化遺産の価値,首都圏に
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立地するという地理的条件から日本,アジアの情報センターの役割が担える,と指摘している｡ (埼玉新聞
1997年10月18日)
3)クヌギ,コナラなど落葉広葉樹に赤マツが混じる雑木林(乎地林)は,落ち葉を堆肥とするばかりでなく,薪
炭を得て換金し営農を維持するための貴重な資源であった｡強風地帯であるため,雑木林は風蝕を防ぐ防風林
でもある｡ホンドタヌキ,ノウサギなどの嘱乳類,オオタカ,アカゲラなどの鳥類,カブトムシやミドリムシ
など里山の生物が生息している｡
特産のサツマイモは"富のいも"と呼ばれ,地元市場で全量が消費される人気抜群の逸品である｡東京市場に
は届かないといわれている｡ごぼう,ほうれん草,小松菜の大生産地でもあり,味の良さから｢三富新田産｣
はすぐれたブランドになっている｡
4)三芳町史研究会,前掲『三芳町史通史編』 pp. 568-569
5)川越藩主柳沢吉保は,元禄9年(1696年)5月に検地を行い,上富143戸･中富48戸･下富50戸,合計241
戸からなる新しい村･三富新田をっくった｡｢富｣の着いた村の名の由来は,孔子の教えに基づくもので,豊か
な村になるようにという願いが込められている｡
6)渋谷豊『農業と相続税』,トトロのふるさと財団編｢武蔵野をどう保全するか｣ 1999年, p.36
7)三芳村教育委員会『体験落ち葉掃き-山掃きから収穫まで』
8)キーパーソンの定義については,本論文の第7章第4項を参照
9)長谷川公一｢環境運動と環境研究の展開｣船橋晴俊ら編『講座環境社会学』有斐閣, 2001年, pp.99-101
10)三富新田は関越自動車道の始鳥　練馬インターチェンジから車で10分はどのところにある｡このため隣接す
る｢くぬぎ山｣の一帯に,首都圏から膨大な壷の建築廃材や産業廃棄物が運びこまれ,産廃処理業47社が約
60ヶ所に焼却炉を設けた｡焼却処理からダイオキシンが発生,所沢産の農作物の汚染がTV報道により顕在
化した｡
ll)エステシティへのアンケ-卜を回収した同時期に,各自宅を訪ねてインタビューした｡
12) ｢長期営農継続地の登録制度が導入された1983年に,宅地並み課税を受け入れるか,先行き30年間農地とし
て登録するか,迫られました｡そのとき,私の楠と隣合うけやき団地35号棟の人たちが, 100人もそろって宅
地並み課税に反対の署名をしてくれました｡緑が豊富で,土があるから好んで入居してきたのに-というのが
言い分でしたO｣ (東京都国分寺西町4-12-2,第1種兼業農家･神山久俊さん(64))原剛,江戸波哲夫,渡辺善
次郎『東京に農地があってなぜ悪い』学陽書房, 1991年, p.161
13)レパートリ-･グリッド発展法とは,認知心理学の面接手法であるレパ-トリー･グリッド法を,空間評価に
応用したもので,実際の空間利用者が空間を評価する際の評価の単位(評価項目)とそれらの関連性と優先順
位を示す構造を,回答者自身の言葉を用いて抽出することを目的としている｡岩井純一郎｢空間の評価基準を
とらえる一居間の空間構造｣日本建築学会編『建築･都市計画のための空間学』井上書院, 1990年　pp.52-
64
14)オギュスタン･ベルク『風景としての地球』筑摩書房1994年　p.53-59
15)農林水産省｢農村地域が担う役割｣
16)勝原文夫『農の美学』諭創社1997年, p.11トiv
17)日本学術会議『地球環境･人間生活に関わる農業及び森林の多面的な機能の評価について』 2001年, p.49
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